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Ⅰ　福山市

Ⅱ　中学校区

Ⅲ　自　校

〈児童生徒〉

〈授業〉

2019 年度 (平成 31 年度)

ビ ジ ョ ン 　「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を

済美 中学校区 校番 18 福山市立 瀬戸小学校評価自己評価表 学校

最終更新日 2020年(令和２年)２月２５日　

ミッション 　福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。

   編成し，日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。

前年度学校関係者評価の主な内容 児童生徒の現状　 育成する力 ○　課題発見・解決力　　　　　○　コミュニケーション力
○　他者とかかわり合う力・心

〇かかわり合いを大切にしなが
ら，子ども同士がつながる教育活
動の推進。
〇地域のボランティア活動などを
通して，自己肯定感を高め，地域
貢献できる人材の育成。

○基礎的・基本的な学力はおおむね定着し
   ているが，それらを活用した思考力や表
   現力，またねばり強く問題に取り組む姿
   勢には課題がある。
○校区一体となったあいさつや無言清掃等
   の取組を通して，児童生徒の集団への意
   識が高まっている。また集団を牽引する
   リーダーも育ってきている。

(21世紀型“スキル＆倫理観”)

めざす子ども像

①　自らの目標に向かって努力し，チャレンジしている。
②　場面や目的に応じた豊かな表現力を身につけている。
③　多様な他者とかかわり合いながら共感的人間関係をきずき，共によりよく生きようとしてい
る。

中学校区として
統一した取組等

〇社会に開かれた教育課程「校区カリキュラムマップ」の実現
○「主体的，対話的で深い学び」のある授業づくりの研修
○児童会，生徒会活動の活性化による規範意識と共感的人間関係の育成

ミッション 育成する力 ○課題発見・解決力
（問いを持つ　ふり返る　見通す）

○コミュニケーション力
（聴く　伝える　まとめる）

○他者とかかわり合う力・心
（思いやり　社会性　貢献）

課題発見・解決力，コミュニケーション力，
他者とかかわり合う力・心の育成

～自己有用感・肯定感（人とかかわり合うことは楽しい・誰かの役に立ちたい
　　　・自分のよさは周りの人たちから認められている　等）を，育みながら～

(21世紀型“スキル＆倫理観”)

多様な他者とかかわり合い，それぞれの良
さを見出しちがいを受け入れながら，支え
合ったり，(競い合い)高め合ったりしようと
する。

中
学
校

１年

２年

学んで気付いた・考えたことやその
意味・価値・つながり等をふり返
り，見出した次の（新たな）目標や課
題を，見通しを立て情報を収集・整理・

活用しながら（他者を巻き込んで）解決・
達成していくことができる。

小
学
校

1・2年

「なぜ・どうして・どうすれば？」「こ
うしたい！」という問いや思い・考
えをもち，ことばにすることができ
る。

自分の周りの人の考えを（目線を合わせ

て，うなずきながら）最後まで聴く（「へえ

～・ほお～・ふ～ん，なるほど・すごいね！」
等）ことができる。

自分の周りの人の思いやそう思う理由に耳
を傾け，寄り添ったり(「そうか・そうなんだ

ね」「大丈夫？」) 励ましたり(「いっしょに～し

よう」)しようとする。

3・4年

「なぜ・どうして・どうすれば？」「こ
うすれば・こうしよう」という問い
や思い・考え(その理由)をことばにし
ながら学び，ふり返ることができ
る。

相手の考えを，自分の考えと比べたり関
連付けたりしながら聴き，整理し直して
（主・述語，結論⇒根拠を明確に）はっきり伝
えることができる。

相手の立場(状況)やその時の思いを自分に置
き換えて想像し，共通・相違点を見出しな
がら，(折り合いをつけて)歩み寄ったり，助け
合ったりしようとする。学校教育目標

自ら考え学び，貢献する子どもの育成
5・6年

学んで気付いた・考えたことなどを
ふり返り，次の（新たな）目標や課題
を見出しながら，次の学びにつなげ
ていくことができる。

自分の考えを，多様な他者に分かりやす
く（例え話の挿入，図表や絵・写真・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰ
ﾄﾞの活用，話し方や声のﾎﾞﾘｭｰﾑ・ﾄｰﾝの工夫な

ど）伝え，理解・納得を得ることができ
る。

めざす
子ども像

枠内は，
当該学年
のＢ規準

↓
Ａ
↓
Ｓ
↓

ＶＳ

①「児童自らが問いを持つ・話し合う」等，「子ども主体の学び」が進みつつある教
科・単元・学習集団が，前年度後半に見受けられた。
②「ふり返り」の目的・内容・方法を児童と確かめ合い，評価・交流を行うことで，次
の学びへの意欲・見通しをもたせたり，「学び方」を学んだりすることに課題がある。
③自分の考え等をつぶやく姿・場面はあるが，他者の考え等をしっかり聴き，自分の考
えを広げ・深めたり，練り合いながらまとめたりする単元構成・授業展開に課題がある。

めざす授業の姿
○子どもも先生も「なぜ・どうして・面白い！」と，つぶやき合い・聴き合い・学び合う授業
○「ふり返り」等を通して，「（教科・領域等固有の）見方・考え方」「学び方」を，学ぶ授業
○その学年の習得内容＝生きて働く「知識･技能，思考･判断・表現力，体力」が，身に付く授業⇔家庭学習

自分の考えを，多様な他者に分かりやす
く伝えながら，質問（反論・同意）・説
得・納得等を繰り返し，考えを広げ深め
るとともに，まとめたり（合意形成），新
たな発想を生み出したりすることができ
る。

集団（地域，学校・学年・学級等）活動におけ
る自らの役割とその目的・価値を見出し，
多様な他者とよりよくかかわりながら，責
任を果たしたり，誰かの役に立とうとした
りする。

現　状

①日々の無言そうじや，運動会での表現・応援活動など，６年生を中心とした異年齢集
団活動が定着・活性化しているが，児童会・委員会・学級活動等の連動による「子ども
主体の活動→学び」を，活性化・見える化・評価することに課題がある。
②全国・県平均との数値比較から，体力（特に，持久力＝シャトルラン），学力（基礎
的知識，考え方等）ともに課題がある。
③担任等の粘り強い取組により改善傾向の児童も見受けられるが，欠席等が続き，学校
での学びが十分でない児童が少なからずいる。
　

３年

研究

教科等 理科・図画工作科

主題・
内容等

「自ら 問いや考えを持ち，
伝え合い・聴き合いながら，最後までやりぬく 児童の育成」

     ～実感を伴う学びの場の設定を通して～

 津之郷・赤坂・瀬戸小そして済美中で，９年間この仲間たち，そして先生方と一緒に学び合えて 

本当によかった。ありがとう。 さあ，これからも・・・ 「挑戦・笑顔」 

子ども主体の 

活動・学びを通して 

1
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①時間外勤務月45時間を超える月を，
０に近づける（昨年度比　各月）
②職：単元・授業づくりに係る時間を，
計画的に生み出している 80％
③職：子どもと笑顔でかかわり合う時間
を，意図的に生み出している 80％
☆児：学校は楽しい 100％

①月45時間以上（職員％）
 4月65⇒5月56⇒6月48
 7月44⇒8月 ０⇒9月48
②70%
③85%
☆87%
保護者の満足度94％

3

自己評価と他者評価の差が大き
いことが課題。縦割り活動，各
行事でねらいを明確にし，作文
などによる振り返り，それに対
する肯定的評価を充実させてい
く。児童会・委員会・代表委員
会という縦，横のつながりを意
識した取組を仕組んでいきた
い。

1
たくましい
体の育成

新
規

○ 人とかかわ
り合って運動す
る面白さを味わ
いながら，自己
ﾍﾞｽﾄめざして最
後までやりぬく
児童を育てる。

①体育の授業や体育朝会，外遊び等を
通して，人とかかわり合って運動する
ことの面白さを実感させる。
②体育の授業や体力ﾃｽﾄで，自己ﾍﾞｽﾄ
や「もう１回・もう１ｍ」等に，こだ
わりを持たせる。

①児：人とかかわり合って運動すること
は，面白い！ 80％
②体力ﾃｽﾄで，自己ﾍﾞｽﾄ更新児童80％
 <種目・時期・比較対象⇒各学年判断>

①人とかかわり合って運動
することは，面白い！
91.1%
②時期については２月末を
予定している。

3 3

①各主任主事を中心に部会
や学年会を計画的に行い，
見通しをもって行事・授業
づくりを行う。
②単元全体を見通した計画
を立て授業づくりにかかる
時間を生み出す。
③児童の表情やしぐさを気
にかけトラブルを察知し事
前に防ぐことにより，児童
とのかかわりを増やす。

□①月45時間以上（職
員％）
　 10月56⇒11月56⇒
12月32⇒ 1月24
②60%
③90%
☆84%
◎保護者の満足度94％

3 3

①優先順位を考えて業務をこなし
たり，見通しを持って日々の仕事
に取り組んだ結果，働き方を少し
ずつ改善することができた。
②学年間で週案を基に学習内容を
検討し、授業づくりにかかる時間
を生み出す事ができた。
③児童同士のトラブルを未然にふ
さぐため，気になることは職員同
士連携を深めた。また保護者連携
も細やかに行った。

①体育朝会を体育委員会が中心
となって企画・運営すること
で，児童が中心となった取組を
行うことができた。
②各学年で課題を設定すること
で，児童実態に合った「少しの
時間でできる継続した取組」を
行うことができた。来年度も学
年に応じた取組を継続して行っ
ていく。

1
信頼される
学校づくり
の推進

新
規

○ 子どもの姿
を通して，地
域・保護者との
信頼関係を深め
る←働き方を見直
し・改善しながら

①各業務・教育活動の目的・内容・方
法（何のために・何を・どのように）
を自らに問い続け，見出した改善策を
同僚と話し合ったり，共有化したりし
ながら，働き方改革に挑戦する。
②単元・授業づくりに係る時間を計画
的に生み出す。
③子どもと笑顔でかかわり合う時間を
意図的に生み出す。

3

①今後も全ての子どもたちが，自ら「学

び」に向かうための授業づくりを思い切っ

て行う。そのために，児童が自ら問いをも

てるような導入の工夫をし，課題解決に向

けて主体的な活動を促すなど研修を生か

す。

②ＣＤＴでの結果から重点課題をクリアす

るための類似問題を用意し，解けるように

なるための取組・指導・支援を工夫するこ

とで，子どもの達成感や自信につなげる。

今後も1時間内のつまずきを想定し，支援

を考えて授業を行う。

4
豊かな心の
育成

継
続

○ 多様な他者
とかかわり合い
ながら共感的人
間関係をきず
き，共によりよ
く生きようとす
る児童を育てる
＝めざす子ども像③

①子ども主体の異学年集団活動(掃
除，行事，集会，遊び等)，児童会⇒
委員会(クラブ)⇒学級活動の連動・見
える化・評価。
②日々の学級活動(朝・終わりの会，
給食等)と，授業学活・道徳・行事と
の関連付け<ふり返りの活用>。
③多様な他者とのよりよいかかわり
を，自ら示しつつ日常的に促す。
④欠席が続く児童への取組・対応の具
体化・継続

児：①～③80％以上
①人とかかわり合うことは楽しい・誰か
の役に立ちたい 等<自己有用感>
②自分のよさは周りの人たちから認めら
れている 等<自己肯定感>
③周りの人たち<友だち，先生，お家の
人，地域の方など>と，笑顔でかかわり
合っている＝返事・あいさつをする　お
礼を言う　お手伝いをする など。
地域・PTA行事に参加し，お礼を言っ
たり，時には準備や片付けなどを手伝っ
たりしている。
④欠席数の減少

①人とかかわり合うことは
楽しい92％
誰かの役に立ちたい児童
93％
②74％
③笑顔でかかわり合ってい
る89％
行事参加や手伝い61％
④減少傾向にある

3 3

①体育朝会の取り組み内容
を児童が考えて運営してい
くなど，児童主体の活動に
変えていく。
②長坐体前屈の結果を改善
するためのストレッチを，
学校全体で体育の授業時に
行い，自己ベストを目指す
取り組みを行っている。

①人とかかわり合って運動
することは，面白い！
88.7%
②体力ﾃｽﾄ自己ﾍﾞｽﾄ更新児童
58.9%

3 3

3

課題発見・
解決力，ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝ力の
向上

★

3

①単元構成の工夫・授業展開の改善を

図る中で，全ての子どもたちが，自ら

「学び」に向かう授業づくりを行う。

そのために，授業後には，子どもの学

びが「広がった・深まった」場面と，

その時の教師の どのような働きかけ

が有効だったかを明らかにしていく。

②個々の実態に応じて問題量を考えた

り，児童同士の教え合いの時間をとっ

たりすることで，引き続き，達成感や

自信につなげる。また，1時間内のつ

まずきを想定し，支援を考えて授業を

行う。

児童アンケート肯定的評価
①76%
②90･77%
③66%
☆81%
職員アンケート（１２月
末）
①95％
②82･67％

3 3 3

3 3

自己評価と他者評価に差が
ある。校内放送や作文の交
流などで，友達同士，教
員，地域の方から肯定的な
評価・声掛けをしてもらえ
るような場面を意図的に設
定していく。児童会・委員
会・代表委員会が連動して
いくよう意図的につないで
いく。

①人とかかわり合うことは
楽しい88％
誰かの役に立ちたい児童
88％
②69％
③笑顔でかかわり合ってい
る86％
行事参加や手伝い６１％
④増加傾向にある

3 3

評価

達成

評価

学校瀬戸小

評点 評点

総合

評価
改善方策

1
新
規

○ 自ら問いや
考えを持ち，伝
え合い・聴き合
いながら，最後
までやりぬく児
童を育てる＝研究
主題

プロセス

評価

達成

評価

評価指標
児：児童ｱﾝｹｰﾄ数値
職：職員ｱﾝｹｰﾄ数値 □指標に係る取組状況

プロセス

①深い単元(教材)解釈・分析に基づく
単元構成・授業展開（問いを持つ・考
える⇒伝える・聴く・話し合う⇒まと
める・ふり返る・見通しを立てる）の
工夫・改善。
②個の学力課題に応じた，細やかで粘
り強い指導・支援の工夫・改善。

児：①～③80％以上　☆100％
①授業では，自ら問い（なぜ・どうし
て・どうすれば）を持ち，習った事・
知っている事などとつなげながら考えて
いる。
②授業で，友だちと話し合うことは楽し
い。友だちと話し合いながら，自分の考
えを広げたり，深めたりしている。
③授業で学んだことをふり返り，生活経
験や他の教科などとつなげたり，次の学
びの見通しを立てたりしている。
☆授業は，面白い。

児童アンケート肯定的評価
①85%
②92･80%
③78%
☆84%
職員アンケート（８月末）
①80％
②85･95％

3

1

福山市立

□指標に係る取組状況
◎短期（中期）経営
　目標の達成状況

中期経営目標
重
点

分
類

短期経営目標
目標達成に
向けた取組

年
目

Ⅳ　目標・取組及び評価指標等の設定と評価

中間評価（10月１日） 最終評価（２月末）

改善方策

4

3

2

取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問題が生じた際は，協同的な課題
解決が十分に図られた。

取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生じた際は，協同的な課題解決が
概ね図られた。

取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，問題が生じた際は，協同的な課
題解決がある程度図られた。

取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題が生じた際の協同的な課題解決
があまり図られなかった。

5

評価基準

[プロセス評価の評価基準]

評点

４０％未満の達成度

ある程度目標を達成できた。

あまり目標を達成できなかった。

目標を達成できなかった。

１００％以上の達成度

８０％以上１００％未満の達成度

十分に目標を達成できた。

概ね目標を達成できた。

取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が生じた際の協同的な課題解決が
図られなかった。 1

4

3

2

1

目標を概ね達成し，望ましい成果をあげた。

目標をある程度達成し，一定の成果をあげた。

目標を下回り，成果よりも課題が多かった。

目標を大きく下回り，成果が認められなかった。

5

評価基準

[達成評価の評価基準] [総合評価の評価基準]

６０％以上８０％未満の達成度

４０％以上６０％未満の達成度

5

4

3

2

目標を大幅に達成し，十分な成果をあげた。

評価基準

2


